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研究主題 

－副主題－ 

特別支援教育コーディネーターが機能する組織的な小学校校内支援体制の 

在り方に関する研究 

派遣先大学 東京学芸大学 教職大学院 指導担当者 奥住 秀之 

所属 鷹南学園三鷹市立東台小学校 所属長 小林 陽子 

要旨：小学校の特別支援教育に対する具体的な課題は、学校によって様々で

あり、特別支援教育コーディネーター（以下、コーディネーター）が中

心となっていく必要がある。本研究では、東京都Ｘ市の全小学校にお

ける校内支援体制の構築とコーディネーターに焦点を当て、活動の現

状と課題を把握し今後の在り方について検討することを目的とする。

小学校コーディネーター、Ｘ市教育委員会の指導主事、Ｘ市のセンタ

ー的機能を担う都立Ｙ特別支援学校コーディネーターを対象に、3 つ

の調査を行った。調査より、中学校地区ブロックを中心としたコーデ

ィネーター連絡会の必要性が示され、コーディネーター情報連絡会を

提案した。本研究から、Ｘ市におけるコーディネーターの現状と課題

を把握し、行政やセンター的機能といった各立場から聞き取り調査を

実施したことにより、コーディネーターの連携の必要性と、組織とし

て機能している校内支援体制の現状を把握することができた。 
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１．研究の目的                                                     

小学校において特別な教育的支援を実施していくためには、校内支援体制の充実が求め

られている。校内支援体制の中心的役割である特別支援教育コーディネーター（以下、コー

ディネーター）は、学校によって様々な課題を把握し、特別支援教育を柱として、校内支援

のさらなる充実を図ることを担っている。Ｘ市内の全小学校における校内支援体制の構築

とコーディネーターに焦点を当て、活動の現状と課題を把握し、今後の在り方について検討

をすることを目的とする。 

２．調査の方法                                                     

調査は、Ｘ市内にある小学校において、コーディネーター（主に中心的な役割）を担当し

ている教員、Ｘ市教育委員会特別支援教育担当統括指導主事、Ｘ市のセンター的機能を担う

都立Ｙ特別支援学校のコーディネーターを対象に、聞き取り調査を実施した。事前に質問紙

を送付し記入をお願いし、半構造化面接の形式で、具体的に内容を聞き取った。 

調査１では、Ｘ市内の全小学校（15校）のコーディネーターを対象に、職種や経験年数、

校内支援委員会の具体的な内容、校内支援体制の現状や機能している点や課題としている

点、コーディネーター情報交換会の必要性等について聞き取った。 

調査２では、Ｘ市教育委員会指導課統括指導主事を対象に、Ｘ市の特別支援教育の現状や

課題、教員への資質・向上に向けた取組、Ｘ市のセンター的機能を担う特別支援学校の活用

方法、Ｘ市の特別支援教育の今後の方向性等について聞き取った。 

調査３ではＸ市のセンター的機能を担う都立Ｙ特別支援学校のコーディネーターを対象

に、校内支援体制の現状と課題、Ｘ市内の小学校や行政との連携方法の在り方、センター的

機能の役割として関わる工夫等について聞き取った。 

３．調査の結果                                                     

調査１において、小学校コーディネーターが抱えている課題、校内支援体制が機能してい

る点や課題等について現状を把握した。機能している点としては、管理職のリーダーシップ

の下、コーディネーターが中心となり校内全体で支援体制を築いていることである。また、

抱える課題として、コーディネーターの業務以外に抱える分掌業務があり、時間の確保が難

しいことや、校内支援委員会の話合いを通して一人一人の支援策が定まらないことなどが

あげられた。専門性のある教員等の意見を聞きながら、管理職がリーダーシップを発揮し、

学校全体で支援していく方向性をもつことが機能している点となっている。 

調査２において、Ｘ市教育委員会の統括指導主事１名に対して聞き取りを行い、Ｘ市全体

の特別支援教育の在り方等について把握した。通常の学級で担任をしている教員に対して、

特別支援の専門性を高めていくことが求められていること、多様な支援が必要となる児童

に対し、市としての具体的な対応を検討してくことで今後の特別支援教育の充実につなが

っていくこと等を聞き取ることができた。 

調査３において、Ｘ市のセンター的機能を担う都立Ｙ特別支援学校コーディネーターに

対して聞き取りを行い、現状におけるセンター的機能の役割等について把握した。現在は、

特別支援教育の専門性を求められる時代ではなく、センター的機能を上手に活用し、教員と

して同じ土台に立ち、考えていく姿勢で関わっていく立場であることが分かった。相談のあ

った学校の先生との対話を通して、先生同士で情報を出し合い、自分たちで解決策を見出す

手伝いをしていく姿勢で関わることを重視していく必要性があることが分かった。 

 



４．総合考察                                                      

中学校地区ブロックを中心としたコーディネーター連絡会の必要性が示されたことから、

コーディネーター情報連絡会（図 1）を提案する。これは、コーディネーター同士での連携

が不足していることが背景にあり、情報を共有することで、小・小・中学校の連携がより太

くなり、関係性を構築することにつながると考えられる。Ｘ市におけるコーディネーターの

現状と課題を把握し、行政やセンター的機能といった各立場から聞き取り調査を実施した

ことにより、見えてきたコーディネーターの連携の必要性と、組織として機能している校内

支援体制の現状と課題を把握することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の研究課題                                                  

１点目は、Ｘ市の中学校コーディネーターの現状と課題についての把握である。Ｘ市は

小・中連携教育を強みとした教育を行っており、今後調査対象として、中学校を含めたコー

ディネーターの在り方について検討していく必要がある。 

２点目は、構想案として示したコーディネーター情報交換会の実施の有無である。調査 1

より、コーディネーター同士のつながりが少ないため、情報の共有ができていないことが分

かった。提案した会を実施することによる効果を来年度検討していくことで、コーディネー

ターが機能し、各学校が組織的な校内支援体制の構築できると考える。 
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